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無
料
生
活
相
談

毎
月
十
二
日

夜
六
時
～

飯
倉
福
祉
会
館
を
予
定
し
て
い
ま
す

ご
連
絡
く
だ
さ
い

都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
、
港

区
内
で
は
環
状
二
号
線
新
橋
周
辺
・
赤
坂
・

六
本
木
地
域
な
ど
が
「
都
市
再
生
緊
急
整
備

地
域
」
に
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
の
規
制
を
な
く
し
、
大
企
業
の

超
高
層
ビ
ル
の
林
立
す
る
街
を
つ
く
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
東
京
都
が

ア
セ
ス
条
例
を
改
悪
し
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
の
住
環
境
破
壊
を
許
さ
ず
、
だ

れ
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
都
心
区

め
ざ
し
、
が
ん
ば
る
決
意
で
す
。

超
高
層
ビ
ル
が
林
立
す
る
街
づ
く
り
を
許
さ
な
い

日
本
共
産
党
衆
院
東
京
一
区･

国
政
対
策
委
員
長

佐
藤
ふ
み
の
り

青
山
、
高
陵
、
高
松
、
三
田
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
の
連
名
で
提
出
さ
れ
た
「
普
通
教
室
へ

の
ク
ー
ラ
ー
設
置
に
関
す
る
請
願
」
が
、
六
月

十
八
日
の
区
民
文
教
委
員
会
で
採
択
さ
れ
、
二

十
一
日
の
本
会
議
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

請
願
は
「
教
室
内
が
高
温
多
湿
の
む
し
風
呂

状
態
と
化
す
」
と
、
そ
の
深
刻
さ
を
訴
え
て
い

ま
す
。

同
趣
旨
の
請
願
は
、
昨
年
九
月
に
都
教
職
員

組
合
港
支
部
か
ら
提
出
さ
れ
、
日
本
共
産
党
は

採
択
を
求
め
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の

議
会
で
は
、
自
民
党
、
区
民
ク
ラ
ブ
、
公
明
党
、

自
民
党
維
新
の
会
、
か
が
や
き
の
各
会
派
が

「
継
続
」
を
主
張
し
、
採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。党

区
議
団
は
、
こ
れ
ま
で
も
機
会
あ
る
ご
と

に
、
児
童
・
生
徒
が
勉
強
に
集
中
で
き
る
環
境

を
整
え
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
普
通
教
室
に
早

急
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
よ
う
求
め
て
き
ま

し
た
。
教
育
委
員
会
は
、
「
健
康
上
の
理
由
」

な
ど
を
あ
げ
設
置
に
は
依
然
と
し
て
消
極
的
な

態
度
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ
ん
が
請
願
を
だ
さ

れ
た
こ
と
が
、
議
会
を
大
き
く
動
か
し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
連
名
の
「
請
願
」
と
、
都
教
組
港
支
部

の
「
請
願
」
が
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

党
区
議
団

は
み
な
さ
ん

と
力
を
合
わ

せ
、
早
期
に

す
べ
て
の
教
室
に
エ
ア
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
る

よ
う
引
き
続
き
が
ん
ば
り
ま
す
。

青
山
・
高
陵
・
高
松
・
三
田
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
連
名
で
提
出

普
通
教
室
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
求
め
る

請
願
が
採
択

区
民
世
論
に
押
さ
れ
、
他
会
派
も

区
政
報
告

《常
任
委
員
会
》

〈
総

務
〉

○
沖

島

え
み
子

北

村

利

明

〈
保
健
福
祉
〉

藤

田

五

郎

風

見

利

男

〈
建

設
〉

い
の
く
ま

正
一

〈
区
民
文
教
〉

熊

田

ち
づ
子

星

野

喬

〈
議
会
運
営
〉

い
の
く
ま

正
一

風

見

利

男

《特
別
委
員
会
》

〈
自
治
権
・
地
方
分
権

対
策
〉

◎
風

見

利

男

い
の
く
ま

正
一

〈
交
通
・
環
境
等
対
策
〉

星

野

喬

沖

島

え
み
子

〈
防
衛
庁
跡
地
等
調
査
〉

○
熊

田

ち
づ
子

藤

田

五

郎

北

村

利

明

（
◎
は
委
員
長
、
○
は

副
委
員
長
）

党
区
議
団
の
委
員
会
所
属
が
か
わ
り
ま
し
た

区
議
会
を
傍
聴
し
て

白
金
六
丁
目

Ｂ
さ
ん

私
た
ち
の
請
願
〔(

仮
称)｢

Ｔ
Ｔ
Ｓ
白
金

六
丁
目
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
新
築
工
事｣

見
直
し

を
求
め
る
請
願
〕
が
建
設
委
員
会
に
お
い

て
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
っ
と
し
た
安
堵
感
を
感
じ
な
が
ら
、

こ
の
場
で
崖
の
危
険
性
を
新
た
に
認
識
し

な
お
し
ま
し
た
。
各
議
員
の
方
々
の
質
間

に
対
し
て
、
行
政
側
の
答
弁
と
い
う
形
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
心
配
・
懸

念
し
て
い
る
こ
と
が
次
々
に
質
間
さ
れ
る

た
び
、
不
明
瞭
な
答
弁
に
終
始
し
、
行
政

の
怠
慢
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
一
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
う
い
う
場
で
は
議
員
の
方
、
一
人
一

人
の
姿
勢
が
良
く
見
え
て
き
ま
す
。
入
念

に
下
調
べ
を
さ
れ
て
議
会
に
臨
ま
れ
て
い

た
り
、
区
民
の
立
場
に
た
っ
た
上
で
港
区

全
体
の
間
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
り
・
・

な
ど
。

あ
の
席
に
い
る
と
、
選
挙
に
お
け
る
一

票
の
重
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

熊
田
区
議
と
と
も
に
街
頭
宣
伝
を
お
こ
な
う

佐
藤
ふ
み
の
り
一
区
国
政
対
策
委
員
長

＝
芝
五
団
地
前



大
平
台
み
な
と
荘
の
使
用
料
を
、
一
部

屋
の
利
用
人
数
に
応
じ
た
料
金
体
制
に
変

更
す
る
条
例
が
提
出
さ
れ
、
日
本
共
産
党

以
外
の
会
派
に
よ
る
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
、
一
人
で
利
用
す
る
場

合
は
使
用
料
五
、
〇
〇
〇
円
（
他
に
食
事

代
二
、
五
〇
〇
円
）
、
二
人
～
三
人
利
用

の
場
合
四
、
五
〇
〇
円
、
四
人
～
五
人
利

用
の
場
合
は
こ
れ
ま
で
同
様
の
四
、
〇
〇

〇
円
と
な
り
、
事
実
上
の
値
上
げ
に
な
り

ま
す
。

大
平
台
み
な
と
荘
は
全
て
が
定
員
五
人

の
大
部
屋
で
少
人
数
で
利
用
で
き
る
部
屋

は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
区
民
の
利
用
実

態
に
合
っ
て
い
な
い
部
屋
の
設
定
で
、
一

部
屋
を
少
人
数
で
使
う
か
ら
と
区
民
に
負

担
を
押
し
つ
け
る
や
り
方
は
許
せ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
審
議
さ
れ
た
区
民
常
任
委

員
会
で
は
、
「
会
派
と
し
て
以
前
よ
り
要

望
し
て
い
た
こ
と
が
実
現
し
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ
制
に
す
る

な
ど
さ
ら
な
る
改
善
を
要
望
」
港
区
民
ク

ラ
ブ
（
矢
野
、
清
水
委
員
）
「
キ
ャ
ン
セ

ル
料
の
設
定
な
ど
の
検
討
を
要
望
」
自
民

党
議
員
団
（
井
筒
委
員
）
「
利
用
の
公
平

性
か
ら
考
え
て
や
む
を
得
な
い
」
公
明
党

（
林
委
員
）
「
シ
ー
ズ
ン
料
金
、
土
・
日

料
金
の
設
定
六
五
才
以
上
の
年
間
二
泊
無

料
に
つ
い
て
再
検
討
」
か
が
や
き
（
湯
原

委
員
）
等
々
、
区
民
負
担
を
求
め
る
発
言

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多

く
の
区
民
の
み
な
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い

保
養
施
設
に
な
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

介
護
保
険
の
導
入
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ

ス
が
有
料
化
さ
れ
、
今
ま
で
ど
お
り
の
介

護
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
サ
ー
ビ

ス
を
や
め
る
事
態
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
だ
れ
も
が
安
心
で
き
る

介
護
保
険
制
度
に
す
る
た
め
、
一
貫
し
て

改
善
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
第
二
回
定
例

区
議
会
の
代
表
質
問
で
も
、
①
被
保
険
者

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
港
区
が
国
に
負
担

を
増
や
す
よ
う
要
求
す
る
こ
と
。
②
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
軽
減
策
の
継
続
を

国
に
要
求
す
る
こ
と
。
③
介
護
認
定
調
査

に
あ
た
っ
て
、
家
族
状
況
等
を
判
定
に
生

か
す
、
区
独
自
に
基
準
を
つ
く
る
こ
と
。

④
区
で
実
施
し
て
い
る
保
険
料
・
利
用
料

の
軽
減
策
を
二
〇
〇
三
年
度
以
降
も
継
続

さ
せ
る
こ
と
。
⑤
軽
減
対
象
要
件
で
あ
る

預
金
三
〇
〇
万
円
の
限
度
額
を
な
く
す
こ

と
。
⑥
収
入
基
準
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、

医
療
費
、
家
賃
な
ど
生
活
実
態
を
考
慮
す

べ
き
こ
と
。
な
ど
を
要
求
し
ま
し
た
が
、

原
田
区
長
は
、
区
民
の
実
態
を
み
る
こ
と

な
く
、
冷
た
く
拒
否
し
ま
し
た
。

西
武
鉄
道
は
、
多
く
の
区
民
の
反
対
の
声

を
無
視
し
て
芝
公
園
に
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も

の
超
高
層
ホ
テ
ル
建
設
を
強
引
に
す
す
め
て

い
ま
す
。

党
区
議
団
が
求
め
て
い
た
発
掘
調
査
で
、

惣
門
の
基
礎
石
組
、
惣
門
前
の
排
水
溝
な
ど

が
出
土
し
ま
し
た
。
六
月
議
会
で
は
次
の
よ

う
に
質
問
し
ま
し
た
。

①
西
武
鉄
道
の
計
画
を
変
更
し
て
発
掘
さ

れ
た
惣
門
の
石
組
み
を
保
存
・
復
元
せ
よ
。

②
西
武
鉄
道
の
責
任
で
惣
門
の
補
修
・
保

全
、
二
天
門
、
御
成
門
の
補
修
・
保
全
を
行

う
よ
う
申
し
入
れ
よ
。

③
西
武
鉄
道
の
計
画
に
、
歴
史
ミ
ニ
ホ
ー

ル
、
芝
公
園
に
あ
っ
た
文
化
財
を
記
さ
せ
る

な
ど
、
再
度
要
請
せ
よ
。

④
区
民
の
要
求
に
西
武
は
応
え
ず
工
事
だ

け
が
強
行
さ
れ
て
い
る
。
文
化
財
に
対
す
る
、

具
体
的
な
約
束
を
す
る
ま
で
、
工
事
の
凍
結

を
申
し
入
れ
よ
。

新
プ
ー
ル
棟
が
一
〇
月
に
オ
ー
プ
ン
す

る
こ
と
に
伴
い
、
施
設
が
新
し
く
な
っ
た

か
ら
と
個
人
利
用
料
金
を
三
〇
〇
円
か
ら

四
〇
〇
円
に
、
三
〇
％
も
値
上
げ
す
る
条

例
が
自
民
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

「
総
合
的
に
考
え
て
値
上
げ
は
や
む
を

得
な
い
」
と
港
区
民
ク
ラ
ブ
。
公
明
党
、

自
民
党
、
み
な
と
か
が
や
き
も
値
上
げ
に

賛
成
。

共
産
党
区
議
団
は
、
「
値
上
げ
の
算
出

根
拠
が
明
確
で
な
く
、
区
民
の
健
康
維
持
・

増
進
を
図
る
た
め
の
利
用
料
は
値
上
げ
す

べ
き
で
な
い
」
と
反
対
を
し
ま
し
た
。

大
平
台
み
な
と
荘
の
使
用
料
値
上
げ

日
本
共
産
党
以
外
の
賛
成
多
数
で
可
決

だ
れ
も
が
安
心
で
き
る
介

護
保
険
制
度
を

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
利
用
料
金
を
値
上

日帰りの入浴・休憩の利用
ができるようになります

(12月実施予定)
●当面は毎週日曜日の正午から午

後４時まで

●前日の午後８時までに直接大平

台みなと荘に電話で申し込んでく

ださい。

●休憩利用料金は１人５００円

（小人２５０円）です。

芝
公
園
の
緑
と
文
化
財
を
守
れ

惣
門
か
ら
出
土
し
た
文
化
遺
産
を
復
元
し
国
民
に
公
開

せ
よ

出土した石組みなど


